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　昨今の頻繁に発生する自然災害やコロナをはじめとする様 な々感染
症など、私たちの市民生活は常に大きな災害との戦いであります。
　今般、私くつざわ和彦が故郷関本町、そして北茨城市のために再登
板させて頂くべく政治活動の継続をみなさまに改めてお願いする次第
であります。
　私たちの先輩方が今の住みやすい北茨城市を創ってきたように、今
後は私たちの子どもや孫達のため、自分たちの街は自分たちで創り、守
っていく。当初抱いていたその想いは今も全く変わりはありません。
　北茨城市は明日に向かってどんどん進化を続けています。
　「福祉・子育て・防災・治安・教育・経済対策など、市民のみなさま
に寄り添い、引き続き「がむしゃらに一生懸命に」行動しようと。
　市民の皆さまとともに「夢と希望のもてる北茨城市」の実現に取り組
み挑戦してまいります。
　どうかたくさんの皆様のご支援を賜りたくお願い申し上げます。

くつざわ和彦の決意。

がむしゃらに
北茨城市発展の為に
働きます

ともに前へ

～くつざわ和彦の目指す道～

福祉の充実

子育て教育

防災対策

まちの活性化

行政 / 議会のDX化推進

地域福祉交流センター新設事業の推進
地域包括ケアシステムの充実

市民の利便性向上を目指します

楊枝方キャンプ場（仮）の推進
芸術による街づくりで観光資源の創出

書かない窓口・オンライン窓口の推進

防災DX計画の推進
住民避難訓練の拡充
災害危険箇所の見直しと対応

郷土愛を育む教育の充実
「食べる力」=「生きる力」を育む食育の推進

夢と希望のもてる北茨城
市民の声を大切に


